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次に、 1 次元正規線形モデルにおける Bayes 流解釈を一般的な正規線形モデルに拡張し、予測点検関数を用いて事
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前情報と標本情報の両立性に対する点検を行った。予測点検関数に基づく検討として、線形回帰モデルにおけるリッ


















て予測点検関数を用いて Bayes 流に解釈し、度数流接近法と Bayes 流接近法の連結をはかっている。実際に、 2 薬剤
の比較試験を例にとって、 Bayes 流接近法による正規分布の平均の推定と有意性検定について実際例への適用を試み
ている。次に、 1 次元正規線形モデルにおける Bayes 流解釈を一般的な正規線形モデルに拡張し、予測点検関数を用
いて事前情報と標本情報の両立性に対する点検を行っている。予測点検関数に基づく検討として、線形回帰モデルに
おけるリッヂ推定値、さらに、回帰解析における応答変数のベキ変換の問題を考察し、数個の説明変数の構造診断と
標本診断を同時にとり扱い、モデ、ルの適切性とデータの構造を評価している。変換パラメータに対する尤度接近法に
よる推測、二つの設定条件で事前情報を用意したときの Bayes 流接近法による推測をそれぞれ詳細に考察し、予測点
検関数およびそれに伴う点検方式によるベキ変換ノfラメータの評価を示し、とくにベキ変換の必要性の点検方式の整
合的解釈を行っている。
上記の成果と知見は、度数流接近法と Bayes 流接近法の連結をはかる方向への理論と応用を深耕させ、今後の両接
近法の融合に大きく貢献するものであり、博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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